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ジェローム・セイモア・ブルーナ （ーBruner, Jerome Seymour, 1915-）はアメリカの心理学者である。
彼の研究は知覚，思考，教育，発達，言語獲得，ナラティヴ（narrative）と多岐に渡る。これらのうち，
とりわけ教育の研究はジョン・デューイ（Dewey, John, 1859-1952）の教育論と比較されている。そ
の比較の契機となったのが，1960 年代に発表された『教育の過程』（The Process of Education, 1960）
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ここで述べられている PSSC（The Physical Science Study Committee）のカリキュラムや，ある
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が考察している『知ることと知られるもの』（Knowing and the Known, 1949）の中の言語と認識の関
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「デュー イの後に来るものは何か」と「言語と経験」におけるデュー イ解釈の差異について　―ブル ナーー の研究の立脚点としての機能主義を観点に―（嶋口）6
「言語は言語の使用者の環境を反映する」とブルーナーが述べていることも妥当であろう。オスモ・
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本デューイ学会紀要』第 52 号，2011 年，35 〜 45 頁。拙稿「デューイとブルーナーの言語獲得論における関係性
について―デューイの『共有された活動』の原理とブルーナーの『間主観性』を中心に―」『関東教育学会紀要』第

























4　 本稿で扱う二つの自伝は次のものである。Jerome S. Bruner, “Jerome S. Bruner”, in Gardner Lindzey(ed.), A 
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